
令和元年度 
事業報告・決算が
組合会で
承認されました

［ 中建国保の保健室 ］

上手に摂り入れよう
〜体に大切な「アブラ」〜

千秋公園は関ヶ原の合戦後、
常陸国から国替えとなった初代
秋田藩主・佐竹義宣が、慶長８年

（1603年）に自然の台地を利用 
して築いた久保田城の城跡です。
明治２年（1869年）の版籍奉還
に至るまで12代続いた秋田藩の 
歴史は終わり、明治時代になって
からは造園家・長岡安平の設計に 
より、美しい日本庭園の公園として 
姿を変えました。石垣がほとんど
なく周囲に堀と土塁をめぐらせ、
水をたたえたお堀は当時の名残り
をとどめています。

「�千
せ ん

秋
しゅう

公
こ う

園
え ん

�
お堀の蓮

は す

の花」�
秋田県秋田市
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ご
挨
拶

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

中
建
国
保
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
理
解
ご
協
力
、
時
に
は
励
ま
し

の
お
言
葉
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

や
人
と
の
密
を
避
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な
ど

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
よ
り
、私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
中
建
国
保
の
各
支
部
・
出
張
所
で
も
、
事
務
所
の
窓
口

に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
た
り
来
訪
さ
れ
る
皆
様
に
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
を
お
願
い
し
た
り
と
、
細
か
な
感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
や
業
務
に
携
わ
る
全
て
の
役
職
員
に
感

染
者
が
出
な
い
よ
う
心
掛
け
て
、
事
業
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、今
夏
は「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
に

よ
り
、九
州
地
方
の
出
張
所
や
多
く
の
仲
間
が
甚
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。復
興
に
向
け
て
ご
奮
闘
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、全
国
の
仲
間
の
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
中
建
国
保
は
、
今
年
７
月
31
日
を
も
っ
て
大
き
な
節
目

と
な
る
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
45
年

５
月
、
国
は
財
政
の
赤
字
を
理
由
に「
日
雇
健
康
保
険
の
擬
制
適

用
」を
廃
止
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
先
人
は
全
国
の
仲
間
の
力
を

寄
せ
合
い
、
適
用
者
の
期
限
が
切
れ
る
ま
で
の
た
っ
た
２
ヵ
月
と

い
う
短
い
間
に
、
自
前
の
国
保
組
合
と
し
て
全
国
組
織
で
あ
る
中

建
国
保
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
当
時
は「
赤
字
で
続
け
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
」な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、『
命
の
綱　

中
建

国
保
』を
守
る
た
め
に
、
仲
間
の
多
大
な
る
努
力
に
よ
っ
て
幾
た

び
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
そ
し
て
、
現
在
で
は
被
保
険
者
数
28
万

人
を
超
え
る
組
織
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
組
織
を
維
持
し
、
健
全
な
運
営
を
行
う
上
で
、
国
庫
補
助

金
の
現
行
水
準
の
確
保
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。設
立
以

来
続
け
て
い
る
母
体
組
合
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
予
算
要
求
や
地
元
国

会
議
員
へ
の
要
請
行
動
等
は
、皆
様
一
人
ひ
と
り
が
建
設
国
保
を
守

り
育
て
て
い
く
た
め
の
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。今
後
も
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
の
実
績
は
国
保
組
合
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
を
維
持
し
続
け
て
お
り
、
医
療
費
の
削
減
に
も
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
に

も
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
１
月
に
は
、
本
部
事
務
所
を
豊
島
区
池
袋
へ
移
転
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連
携
や
今
後
実
施
が
予
定
さ
れ
て

い
る
医
療
機
関
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
、
皆
様
に
ス
ム
ー

ズ
な
事
業
提
供
が
で
き
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
今
後
も
、

『
こ
れ
ま
で
の
50
年
・
こ
れ
か
ら
の
運
営
』を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
大

変
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
全
国
の
仲
間
の
知
恵
を
寄
せ
合
い
気
持

ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
中
建
国
保
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ『
い
つ
の
時
代
も

楽
な
時
は
な
い
。困
難
を
乗
り
越
え
て
今
が
あ
る
』と
い
う
私
の
好

き
な
言
葉
を
添
え
て
50
周
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

50
周
年
、
こ
れ
か
ら
も

　
全
国
の
仲
間
と
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に

　
　
中
建
国
保
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す

村
む ら

上
か み

 雄
ゆ う

一
い ち

理事長　
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ちゅうけんだより

中
建
国
保
第
1
1
9
回
通
常
組
合
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
書
面
会
議
で
開
催
さ
れ
、令
和
元
年
度
の
事
業
報
告
と
歳
入
歳
出
決
算

状
況
の
ご
確
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

事
業
報
告・決
算
が

組
合
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

♦
組
合
員
の
状
況

令
和
元
年
度
末
の
組
合
員
数

�

12
万
５
４
７
６
人

�

（
前
年
度
比
２
１
９
５
人
増
）

♦
家
族
の
状
況

令
和
元
年
度
末
の
家
族
数

�

15
万
５
７
７
５
人

�

（
前
年
度
比
２
９
６
人
増
）

１
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数

�

年
間
平
均
１
・
24
人

保
険
料
が
賦
課
さ
れ
な
い

３
歳
未
満
及
び
６
人
以
上
の
家
族

�

９
１
５
２
人

�

（
全
家
族
数
の
５
・
88
％
）

♦�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
者
の
状
況

令
和
元
年
度
中�

２
９
３
４
人

（
組
合
員
１
２
２
６
人
、家
族
１
７
０
８
人
）

※�

た
だ
し
家
族
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
に
よ

る
資
格
喪
失
を
含
む

♦
組
合
特
定
被
保
険
者
の
状
況

令
和
元
年
度
末
で�

６
万
５
３
９
７
人

年
間
平
均
で�

６
万
３
７
７
８
人

（
全
被
保
険
者
の
22
・
80
％
で
割
合
は
毎

年
増
加
）

♦
機
関
会
議
等

通
常
組
合
会
、
理
事
会
、
三
役
会
、
予
算

委
員
会
、
監
事
に
よ
る
内
部
監
査
及
び
監

事
・
本
部
監
査
事
務
局
に
よ
る
支
部
及
び

出
張
所
へ
の
監
査

♦
事
務
指
導
等

支
部
事
務
局
長
会
議
、支
部
職
員
研
修
会
、

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
、
支
部
が
実
施
す
る
事

務
研
修

♦
そ
の
他

東
京
都
に
よ
る
指
導
検
査

２
被
保
険
者
の
状
況

１
事
業
執
行
状
況
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♦
全
体
の
状
況

令
和
元
年
度
１
年
間
の
保
険
給
付

件
数�
３
６
２
万
７
４
７
１
件

給
付
額�
５
０
４
億
９
９
７
３
万
円

（
前
年
度
よ
り
１
人
あ
た
り
月
額
２
２
３
円
増
）

【
詳
細
】

♦
療
養
の
給
付

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
な
ど
に
か
か
っ
た

際
に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
費
用
の
残
り
を

中
建
国
保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
４
４
万
４
４
５
１
件

支
払
義
務
額�

４
２
７
億
４
７
９
１
万
円

♦
療
養
費
の
支
給
状
況

皆
さ
ん
が
保
険
診
療
を
扱
う
整
骨
院・接
骨

院
に
か
か
っ
た
際
に
、自
己
負
担
額
を
除
い

た
費
用
な
ど
を
後
日
払
い
戻
し
ま
し
た
。

件
数�

９
万
５
６
５
４
件

支
給
額�

５
億
１
７
万
円

♦
高
額
療
養
費
の
支
給
状
況

同
一
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
分
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

５
万
４
１
５
１
件

支
給
額�

48
億
４
７
３
１
万
円

♦�

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
状
況

令
和
元
年
度
は
支
給
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

♦
償
還
金
の
支
給
状
況

70
歳
未
満
の
組
合
員
の
医
療
費
が
、
１
つ

の
病
院
等
で
１
ヵ
月
１
７
５
０
0
円
を
超

え
た
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
３
９
４
７
件

支
給
額�

６
億
６
９
０
万
円

�

（
１
件
あ
た
り
平
均
２
万
５
３
４
３
円
）

♦
傷
病
手
当
金
の
支
給
状
況

組
合
員
が
病
気
等
で
５
日
以
上
連
続
し
て

仕
事
を
休
ん
だ
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

６
６
４
１
件

支
給
日
数�

16
万
９
２
１
９
日

支
給
総
額�

９
億
３
５
４
９
万
円

♦
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
状
況

子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
に
１
子
に
つ
き

42
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

１
９
３
２
件

支
給
額�

８
億
１
１
４
４
万
円

♦
出
産
手
当
金
の
支
給
状
況

女
性
組
合
員
が
出
産
の
た
め
、
仕
事
を
休

ん
だ
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数　
53
件　
支
給
額　
１
０
６
６
万
円

♦
葬
祭
費
の
支
給
状
況

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数（
組
合
員
・
家
族
計
）�
６
３
９
件

支
給
額�

３
９
８
３
万
円

♦
前
期
高
齢
者
納
付
金

65
～
74
歳
の
方
の
加
入
率
に
応
じ
て
医

療
保
険
者
の
負
担
を
調
整
す
る
た
め
に

８
億
７
１
５
５
万
円
を
納
付
し
ま
し
た
。

♦
後
期
高
齢
者
支
援
金

75
歳
以
上
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
、
加
入
者

数
に
応
じ
、
１
６
６
億
８
７
０
４
万
円
を

負
担
し
ま
し
た
。

♦
健
診
・
保
健
指
導
に
関
す
る
事
業

基
本
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン・
が
ん
検
診

を
組
み
合
わ
せ
た
集
団
健
診
を
中
心
に
実

施
し
、数
値
の
改
善
が
必
要
な
40
歳
以
上

の
希
望
者
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
令
和
元
年
度
か
ら
、基
本
健
診
の
補

助
限
度
額
を
５
０
０
円
引
き
上
げ
ま
し
た
。

健
診
に
対
す
る
補
助

　
受
診
者
数�

10
万
２
３
１
６
人

　
受
診
率 

特
定
健
診�

54
・
06
％

　
　
　
　

 

一
般
健
診�

37
・
07
％

　
補
助
総
額�

11
億
８
８
８
１
万
円

保
健
指
導
に
対
す
る
補
助

　
件
数�

４
４
４
９
件

　
補
助
額�

４
２
６
５
万
円

♦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
１
回
２
０
０
０
円

を
年
度
に
つ
き
２
回
ま
で
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

４
万
５
６
４
５
件

補
助
額�

９
１
２
９
万
円

♦
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
補
助

市
区
町
村
が
実
施
す
る
定
期
予
防
接
種
を

受
け
た
方
に
１
回
２
０
０
０
円
を
補
助
し

ま
し
た
。

件
数�

５
５
９
件

補
助
額�

１
１
１
万
８
０
０
０
円

♦
保
養
施
設
利
用
者
へ
の
補
助

契
約
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
方
に
１
泊
分

３
０
０
０
円
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

利
用
者
数�

７
９
３
４
人

補
助
額�

２
３
８
０
万
２
０
０
０
円

♦
健
康
体
力
づ
く
り
事
業

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
な
ど
、
被
保

険
者
が
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
て
る
よ

う
な
内
容
を
支
部
・
出
張
所
が
企
画
し
実

施
し
ま
し
た
。

会
場
数�

３
２
１
会
場

参
加
者
数�

１
万
５
１
７
２
人

♦
健
康
家
庭
祝
金
の
支
給

１
年
間
病
院
な
ど
に
か
か
ら
ず
、
組
合
員

が
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯
を
対

象
に
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

対
象
世
帯
数�

３
７
３
６
世
帯

支
給
総
額�

６
２
０
０
万
円

♦
在
宅
介
護
支
援
住
宅
改
修
の
補
助

介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
な
る
住
宅
改
修

を
行
っ
た
被
保
険
者
に
、改
修
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
し
た
。

件
数　
２
件�

補
助
額　
20
万
円

♦
被
保
険
者
証
交
換
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
会
場
も
多
か
っ
た
も
の
の
、

保
険
証
の
交
換
を
中
心
に
医
療
保
険
制
度

や
事
業
運
営
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
数�

５
４
７
会
場

出
席
世
帯
数�

４
万
７
２
７
世
帯

♦
健
康
相
談
室

♦
中
建
国
保
だ
よ
り
の
発
行

♦
便
利
帳
の
発
行

♦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

♦
季
節
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

４
保
健
事
業・趣
旨
普
及
事
業

３
保
険
給
付
の
状
況

中建国保だより　令和２年９月１日発行　第三種郵便物認可
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［�

一
世
帯
あ
た
り
月
額

に
よ
る
収
支
の
内
訳
］

♦
レ
セ
プ
ト
の
点
検
状
況

レ
セ
プ
ト
点
検
を
効
果
的
に

行
い
、被
保
険
者
資
格
の
誤

り
等
に
よ
る
過
誤
調
整
や

交
通
事
故
な
ど
加
害
者
側

へ
請
求
を
行
う
こ
と
で
医
療

費
の
節
約
に
努
め
ま
し
た
。

点
検
の
結
果
、減
額
す
る
こ

と
が
で
き
た
医
療
費

�

８
億
６
０
８
０
万
円

（
１
人
あ
た
り
３
０
７
８
円

の
財
政
効
果
）

♦�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

減
額
差
額
通
知
の
送
付

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
更
す
る
こ
と
で
、窓
口
で

の
負
担
額
の
軽
減
が
期
待

で
き
る
方
を
対
象
に
、年
２

回
個
別
に
お
知
ら
せ
を
送

付
し
ま
し
た
。

♦�

医
療
費
の
お
知
ら
せ
の

送
付

ご
自
身
の
医
療
費
の
総
額

を
知
り
、健
康
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
年
１
回
通
知
し
ま
し
た
。

♦�

職
業
病（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

対
策
事
業
の
取
り
組
み

再
読
影
の
状
況

40
歳
以
上
の
組
合
員
と
60

歳
以
上
の
家
族
の
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
再
読
影

に
、４
０
０
円
の
補
助
を
行

い
ま
し
た
。

件
数�

３
万
７
３
９
１
件

�

労
災
認
定
に
よ
る
医
療
費

の
調
整

中
建
国
保
が
支
払
っ
た

医
療
費
の
う
ち
、
16
件

２
９
１
５
万
円
を
労
災
保

険
か
ら
の
給
付
に
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

通知
対象月 通知人数 切り替え

人数

４月
診療分 7,566人 1,314人

11月
診療分 5,858人 366人

通知対象
診療年月

通知
世帯数

平成30年
11月

〜令和元年
10月

11万
3,386
世帯

［
歳
入
］

♦
保
険
料
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
の
被
保
険
者

数
が
当
初
の
予
想
を
上

回
っ
た
影
響
に
よ
り
、収
入

済
額
は
５
７
０
０
万
円
の

歳
入
増
と
な
り
ま
し
た
。

♦�

国
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
な

ど
に
か
か
っ
た
際
の
医
療

費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る

療
養
給
付
費
等
補
助
金

は
、
補
正
後
の
予
算
よ
り

27
億
６
８
０
０
万
円
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、

こ
の
う
ち
超
過
交
付
さ
れ

た
16
億
３
４
０
０
万
円
を

令
和
２
年
度
末
に
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、医
療
費
削
減
な
ど
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
保
険

者
機
能
強
化
分
と
し
て
６

億
６
１
０
０
万
円
が
交
付

さ
れ
、特
別
調
整
補
助
金
全

体
で
は
７
億
４
２
０
０
万

円
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
歳
出
］

♦
保
険
給
付
費
に
つ
い
て

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
な
ど

に
か
か
っ
た
際
に
中
建
国
保

が
負
担
す
る
療
養
給
付
費

や
、同
一
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
際
に
中
建
国
保
が

負
担
す
る
高
額
療
養
費
は
、

１
人
あ
た
り
の
支
払
額
が
前

年
実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。

♦
諸
支
出
金

平
成
30
年
度
以
前
に
交
付

さ
れ
た
国
か
ら
の
補
助
金

の
う
ち
、
交
付
額
確
定
に

よ
る
超
過
交
付
額
15
億

４
８
０
０
万
円
を
返
還
し

ま
し
た
。

［�

決
算
剰
余
金
に
つ
い
て
］

令
和
元
年
度
の
歳
入
歳

出
差
引
残
額（
決
算
剰
余

金
）は
63
億
８
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
が
、こ
の
う
ち

令
和
２
年
度
へ
繰
り
越
す

41
億
８
０
０
０
万
円
と
令
和

２
年
度
末
に
返
還
が
見
込
ま

れ
る
16
億
３
４
０
０
万
円
を

差
し
引
く
た
め
、実
質
的
な

剰
余
金
は
４
億
９
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

５
レ
セ
プ
ト
点
検・医
療
費
節
約
対
策

６
財
政
運
営
の
状
況

その他の収入
　7,944円

（12.98％）

国庫補助金
28,325円

（46.29％）

保険料
24,927円

（40.73％）

剰余金
4,217円

前期高齢者納付金
583円（1.02％）

介護納付金
4,866円（8.54％）

保健事業費
1,061円（1.86％）

総務費3,192円（5.60％） その他の支出
　2,136円
　　 （3.76％）

後期高齢者
支援金

11,156円
　　（19.58％）

保険給付費
33,985円

（59.64％）

歳 入
61,196円

歳 出
56,979円

中建国保だより　令和２年９月１日発行　第三種郵便物認可
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７
財
産
に
関
す
る
調
書

歳入の部� （単位：円）

内　訳 ❶ 決算額 ❷ 当初予算額 差額（❶ -❷）
 １ 国民健康保険料 37,288,955,300 37,232,135,000 56,820,300
 ２ 使用料及び手数料 ０ 1,000 ▲1,000
 ３ 国庫支出金 42,371,837,615 38,751,146,000 3,620,691,615
 ４ 前期高齢者交付金 ０ 2,000 ▲2,000
 ５ 都支出金 95,268,526 107,707,000 ▲12,438,474
 ６ 共同事業交付金 1,517,156,000 1,430,487,000 86,669,000
 ７ 財産収入 1,009,267,051 42,788,000 966,479,051
 ８ 寄付金 ０ 1,000 ▲1,000
 ９ 繰入金 4,250,000,050 4,250,002,000 ▲1,950
10 繰越金 4,800,602,000 3,253,544,000 1,547,058,000
11 諸収入 208,747,568 154,502,000 54,245,568

歳入合計 91,541,834,110 85,222,315,000 6,319,519,110

歳出の部� （単位：円）

内　訳 ❸ 決算額 ❹ 当初予算額 差額（❹ -❸）
 １ 組合会費 23,663,442 24,028,000 364,558
 ２ 総務費　 4,776,073,571 4,528,767,000 ▲247,306,571
 ３ 保険給付費 50,838,249,630 50,868,153,000 29,903,370
 ４ 後期高齢者支援金等 16,688,198,152 16,708,956,000 20,757,848
 ５ 前期高齢者納付金等 872,509,662 882,526,000 10,016,338
 ６ 老人保健拠出金 ０ 2,000 2,000
 ７ 介護納付金 7,280,319,697 7,286,542,000 6,222,303
 ８ 共同事業拠出金 1,392,740,000 1,432,604,000 39,864,000
 ９ 保健事業費 1,587,540,555 1,667,014,000 79,473,445
10 積立金 67,259,711 71,402,000 4,142,289
11 諸支出金 1,707,720,064 173,479,000 ▲1,534,241,064
12 予備費 ０ 1,578,842,000 1,578,842,000

歳出合計 85,234,274,484 85,222,315,000 ▲11,959,484

財産目録� （単位：円）

区　分 金　額
１ 土地及び建物 1,962,885,708
２ 物品 17,424,702
３ 積立金 10,930,191,964

特別積立金 6,095,529,178
給付費等支払準備金 3,097,043,327
退職積立金 291,225,485
本部事務所修繕積立金 188,110
電算システム改修積立金 501,047,707
財政調整積立金 894,954,633
本部事務所建設積立金 ０
周年事業積立金 50,003,524
投資及び出資金 200,000

合　計 12,910,502,374

健診講座！看護師の卵
ののりみ

令和元年度決算の状況

中建国保だより　令和２年９月１日発行　第三種郵便物認可
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長
期
に
わ
た
り
、 

整
骨
院
・
接
骨
院
で 

施
術
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
へ
ご
案
内
を

お
届
け
し
ま
す

長
期
に
わ
た
り
、
整
骨
院
・
接
骨
院
で

施
術
を
受
け
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場

合
は
、原
因
が
他
の
病
気
に
あ
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
建
国

保
で
は
平
成
31
年
4
月
か
ら
令
和
2
年
3

月
ま
で
の
1
年
間
に
7
ヵ
月
以
上
の
長
期

に
わ
た
っ
て
施
術
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方

を
対
象
に
、痛
み
の
原
因
を
改
め
て
確
認

し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
る
ご
案
内
を

9
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
、
あ
な
た
の

健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
痛
み
の
原
因
を

も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
に
よ
る
保
険
料 

の
減
免
・
傷
病
手
当
金

の
支
給
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
組
合
員
や
、り

患
し
て
そ
の
療
養
の
た
め
に
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
、

保
険
料
の
減
免
や
傷
病
手
当
金
の
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
中
建
国

保
か
ら
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
に
な
る
か

所
属
の
支
部
・
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。郵

送
に
よ
る 

大
腸
が
ん
検
診
を 

受
診
し
ま
し
ょ
う

「
令
和
元
年
度
に
健
診
を
受
け
て
い
な

い
方
で
、今
年
度
35
歳
も
し
く
は
40
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
」を
対
象
に
、
6
月

上
旬
に
郵
送
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
の
ご

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

郵
送
検
診
は
、自
宅
で
検
体
を
採
取
し

返
送
す
る
だ
け
の
簡
単
で
気
軽
に
受
け
ら

れ
る
検
診
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、病
院
・

診
療
所
等
の
窓
口
で
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と

で
、一
部
負
担
金
等
の
支
払
い
を
令
和
２
年
10
月
末
日
ま
で
免
除
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

免
除
対
象
と
な
る
の
は
、
左
記
の
２
つ
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
で
す
。

※�

一
部
負
担
金
と
は
、病
院
な
ど
に
か
か
っ
た
際
に
治
療
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
、皆
さ
ん
が
窓

口
で
支
払
う
金
額
の
こ
と
で
す
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
の

一
部
負
担
金
等
の
支
払
い
を
免
除
し
ま
す

対
象
と
な
る
方

（
１
）.令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
に
よ
り
、次
の
い
ず

れ
か
の
申
し
立
て
を
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

❶.

住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
被
災
を
し
た
旨

❷
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
旨

❸
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不
明
で
あ
る
旨

❹
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
し
、
ま
た
は
休
止

し
た
旨

❺
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、現
在
収
入
が
な
い
旨

（
２
）令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
に
係
る
災
害
救
助
法

の
適
用
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
中
建
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
。

中建国保だより　令和２年９月１日発行　第三種郵便物認可
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中
建
国
保
の

上手に摂り入れよう
体に大切な
「アブラ」

「アブラ」と聞いて「油っこい食べ物」=「健康に悪い物」と
いうイメージを持っている人もいるのではないでしょうか？

たしかに摂りすぎると肥満や生活習慣病を招いてしまい 
ますが、控えすぎるとエネルギー不足で疲れやすくなったり、 
免疫力が低下するため、健康のために適度な摂取も大切です。

本部保健師 加
か

藤
と う

 暁
あ き

子
こ

種
類 飽和脂肪酸 オメガ9脂肪酸 オメガ6脂肪酸 オメガ3脂肪酸

効
果

•	�体を動かすエネルギー 
として使われる

•	�悪玉コレステロール
を増加させない

•	�便通改善

•	�血液を固める
•	�白血球を活性化

•	�血液を固めにくくする
•	�炎症を抑える

注
意
点

•	�摂りすぎると肥満や 
生活習慣病になりや
すい

•	�常温で液体
•	�飽和脂肪酸より酸化

しやすい
•	�体内で作り出すこと

ができる

•	�常温で液体
•	�善玉コレステロール

を下げるため 
摂り過ぎ注意

•	�常温で液体
•	�不足すると皮膚炎や 

集中力低下が起こる
•	�摂り過ぎは前立腺がん 

のリスクを高める

食
品

•	�バター　• �牛肉
•	�ココナッツオイル

•	�オリーブオイル
•	�菜種油　• 米油
•	�アーモンドオイル
•	�アボカドオイル

• コーン油　• 大豆油
• �ごま油

•	�えごま油
•	�亜麻仁油　• �魚油

実は「アブラ」には 
種類があり、それぞれ 
効果や注意すること
が違います。

飽和脂肪酸とオメガ9脂肪酸は、体内で作ることができますが、オメガ6脂肪酸とオメガ3脂肪酸
は体内で作り出すことができないため、「必須脂肪酸」と呼ばれ、食品から摂取する必要があります。

バランスが
大切です

風邪を
引き
やすい

血管が
もろく
なる

不足する

摂りすぎる

中性
脂肪
増加

悪玉
コレステ
ロール
増加

「アブラ」には
いろいろな種類と

働きがある
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小さじ1杯

理想的な
バランスは
オメガ6と
オメガ3の
比率が2：1！

1
光と熱に
弱い

2
分量は

小さじ1杯
まで

オメガ3
脂肪酸を効率
よく摂り入れる

には

えごま油や
亜麻仁油などの

注意点

いろいろな
食品を
偏りなく

体にとって必要な「必須脂肪酸」が不足した 
り、摂り過ぎると、血液が固まりやすくなり 
心筋梗塞を起こしたり、逆にサラサラになり 
すぎて血が止まらなくなることがあります。

理想的な比率はオメガ6とオメガ3が2：1。
しかし、日本人の現状はおよそ5：1という比率
でオメガ6脂肪酸がかなり多くなっています。

オメガ3脂肪酸は、寒いところに住む生物が 
多く持っているとされ、動物系では魚（特に青魚）、
植物系では、えごま油や亜麻仁油などに多く含ま
れています。普段からなかなか魚を多く食べられ
ないという人は、鯖缶やイワシ缶などの缶詰めや、 
えごま油や亜麻仁油を1日小さじ1杯、食事に 
加えると良いでしょう。

オメガ3脂肪酸のアブラは、光と熱に弱く
酸化しやすい特徴があります。そのため、揚げ
物や炒め物などの加熱調理には向きません。
冷蔵庫に保管かそれぞれの商品に書いてある
保存方法を参考にして、開封したら1ヵ月を
目安に使い切りましょう。

1日の摂取量は小さじ1杯までにしてくだ 
さい。体にいいアブラといっても、高カロリー 
なので、食べ過ぎてカロリー過多になって
しまえば元も子もなくなってしまいます。

健康の維持・増進のためには、様々な働きをする脂肪
酸をバランスよくとることが大切です。そのためには、
まずは脂質の摂取量を適切な量になるように心がけた
うえで、魚を食べる機会を増やし、油料理をする際は 
植物油にするなどして、肉や乳製品からの動物性脂質
ばかりに偏らないようにすることが大切です。

オメガ6脂肪酸（g ／日）
性別 男性 女性

年齢（歳） 目安量 目安量
18～29 11 8
30～64 10 8
65～74 9 8
75以上 8 7

オメガ3脂肪酸（g ／日）
性別 男性 女性

年齢（歳） 目安量 目安量
18～29 2.0 1.6
30～49 2.0 1.6
50～64 2.2 1.9
65～74 2.2 2.0
75以上 2.1 1.8

（参考）
�日本人の食事摂取基準 

（2020年版）抜粋

2：1

不足
しがちな

オメガ6 　オメガ3

◎

×
×
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切
り
取
り
線

作品サイズ
【写　　真】プリントしたカラー写真（タテ型希望）

応募の決まり
１．�未発表の自作に限ります。
２．�応募の際には以下の内容を記入した�
メモ等を同封してください。�
・ 保険証の記号番号、氏名、住所、電話番号�
・ 撮影した場所　　・ 解説、概要等

３．�応募作品の著作権は中建国保の所有といたします。�
また、機関紙以外への掲載あるいは展示等をする場合
があります。

４．�応募作品は原則として返却しません。

あて先
〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合「春の写真募集」係
※応募は随時受け付けます。

記念品
決まりどおりにご応募いただいた方には、
もれなくごりけんQUOカード1,000円分�
を年度内１回プレゼントします。

作品イメージ

募 集 要 項

満開の桜並木・花々をおさめた写真や、春に訪
れるのがおすすめのスポットの写真、お祭りや
イベント（ひな祭りや端午の節句など）でにぎわ
う風景など、春の訪れをおさめたあなたの自慢
の写真をお送りください。（ただし、仲間同士の
記念スナップなどの写真は除きます）

募集テーマ：春

あなたが撮った

春の写真を
募集します！

春の写真とあわせて、読者に紹介したい
素敵な風景の写真も、随時募集しています！

特報

【禁煙成功体験談　応募用紙】

ここ３年以内に禁煙にチャレンジして成功した方、
禁煙しようと思ったきっかけや、禁煙の方法、禁煙
して良かったことなどをお寄せください。年齢、性
別は問いません。禁煙に成功した本人のご家族から
の応募も大歓迎です。
※�支部名、お名前および記載の体験談について、中建国保の保健
事業や国保だよりの制作に活用させていただくことがあります。

～皆さまのご応募おまちしています～
【応募方法】	 �応募用紙に必要事項をご記入の上、�

切り取って封書でお送りいただくか、�
ハガキに貼り付けてお送りください。

【締め切り】	 �令和２年12月31日（木）消印有効
【応募条件】�	 �中建国保にご加入の方。
【謝　　礼】	 �禁煙成功体験談をお寄せいただいた方�

には、もれなくごりけんQUOカード
1,000円分を進呈させて�
いただきます。

【送 り 先】	 �〒171-0014�
東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国民健康保険組合�
「禁煙成功体験談」係

「禁煙に成功した方」の
体験談を募集します

禁煙成功の体験談をご記入ください。
・	禁煙しようと思った理由は？

・	どのような方法で禁煙しましたか？
	 （例）禁煙外来に行った、禁煙パイポを使った、ひたすら我慢した　など

・	周囲の反応はいかがですか？

禁煙成功体験の内容について、中建国保から連絡をすることがあります。
電話番号、メールアドレスは連絡がつきやすいものをご記入ください。

お名前 記号番号� ※記号番号は保険証に記載されています

  90－　　　　－
ご住所　〒　　　　－

TEL メール
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